
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今年も宜しくお願いします。早くコロナが終息するよう願っています。    森 晃之 

 

【後輩の活動】 

１月 28 日小諸商業高校で「令和 2 年度学習成果発表会・スマイル小商店街株主総会＆講演会」が 

校内格技室や各教室において開催されました。 

昨年までは一堂に会して実施してきたが、今年度はコロナ感染予防も兼ね校内で分散して開催されました。 

総会ではコロナの影響で縮小して行われたスマイル小商店街の会計報告や来年度取締役の紹介などが発表

されていました。（模擬株式会社「スマイル小商店街」」は全校生徒が出資し、本校で学んでいる商業の知識や

技術を活かして、地域と連携した街づくりや地域貢献を目指すための活動を行っています。） 

学習成果発表では、商品開発・企業経営・広告と販売促進など９課題について発表が行われ、小諸市商店街

の現況分析や観光資源開発など地道な活動が発表され、他県の事例の追及研究など実のある学習成果の

発表となりました。 

発表の仕方には工夫も必要と思われる点も見られましたが、頼もしさを感じた学習成果発表会でした。 

                                                同総会長 高見沢敏光 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 



「あさま会便り」送付ありがとうございました。 

井出隆章先生、キリンさん、たしか卒業のときの担任だったと思います。 

――ひどいね、この言い方。 

憎めない人ではあったけど、結構逆らっていたと思います。 

家が近くて、私の知っている人と結婚したりして……。 

卒業してから一度もお会いしていなかったかな？ 

遅ればせながら、ご冥福をお祈りします     古平寿子 (34年卒 )  

 

あさま会だより元旦号送信ありがとう御座います。 

皆様方のご健勝お祈り申し上げます。  井出先生のご冥福をお祈り申し上げます。    横谷 

 

あさま会便り感謝です、いつも思いますがこの便りで懐かしい母校の皆さんとの 

繋がりが続いていると私は思っています、 

これからは余り無理すること無きよう続けてくれる事を祈願致します。 

「母校合併についての私の心」 

この度の合併につき高見沢会長が大変な努力をされ、問題なく新高校を発足できるか心血を注い

でいることは充分理解しております、しかしながら「私の心」は何かむなしくなります、60 年前

小商の桜の帽章に胸を膨らませ入学したあの学校が名前を変え新しく出発する事に対し、虚しさ

と寂しさを感じるのは私だけでしょうか…？ 

今でも鮮明に思い出す事は親友塩川初太郎君の上田球場での快投で勝利を挙げたときの「凱歌」

「小諸商史の歌」「応援歌 1＆2」での青春の叫びを今でも脳裏にハッキリ残っている、この歴史あ

る「小商」が消えることに対し残念の極みであります。 

しかしながら、時代の流れの中、小諸高校との合併は相手も無念と寂しさで一杯でしょう。 

新し時代に「新風」を吹き込み両校の伝統を皆で引継ぎ新しい高校の伝統を作り上げて頂きたいと

念じる次第であります。 

「母校小諸商業高校」有難う、母校のお蔭で今の私が有る事に対し感謝の心で一杯です。 

  感謝。 謝謝。                           伊坂 信春 

 

「小商あさま便り」新年号 有り難うございます。 

また、キリン先生の特集号としていただき、先生もあの世ではにかんでいるのではないでしょうか。 

キリン先生の件は話題が尽きませんね。 

神林君のカンニングで『停学処分』の時も本人は「退学すると。」言っていましたが殿城の自宅までご一緒

し、思いとどめたことも・・。 

私の就職の時も最初に別の会社の受験が内定しましたが、よくよく検討した結果やめることにしました。 

それをキリン先生に伝えると、ものすごい剣幕で「お前のために学内選考で落ちたものもいる。どこにも行

くな！」と。 私は米屋の長男であり、就職する必要もなく「意地でも就職なんかするものか」とその後一切

応募しませんでした。  暫くして次々に就職先が決まり始めました。 

担任として困ってきたのでしょう、「富士銀行から求人が来たがどうだ？」と、私は意地で「行きません！」

と突っぱねました。そんなやり取りが二度ほどありましたがついに「お前が行かなくてどうする！親が反対

するなら連れてこい。」と命令口調で・・・。 

～～ こんなことがあり、今の私がいます。 

実家はそんなわけで米屋は父親の代で廃業、八十二銀行佐久支店長を勤めた弟が家を継ぎました。

弟はその時に高見沢会長とはお取引があったようです。 

コロナの落ち着いた折には『キリン先生をしのぶ会』でもやりたいですね。       勝 俣 



 

1月 13日 19:21    
今朝のスポニチ(県版)に卒業生の記事が掲載されて 

いました。昨シーズンは応援して下さる方々に野球部 

員達の姿を観て頂く機会がほとんどなかったので、少 

しでも良い話題を提供したくて。 

現在も厳しい状況ですが、花の咲かない時には、地中 

に強い根を生やし、いつか応援して下さる皆さんに観て 

頂ける時には大輪の花を咲かせたいと思います。 

記事の最後に彼が大切にしている『疾風勁草』という言 

葉が載っていました。 

全ての物が吹き飛ばされるような強い風が吹いた時に初 

めて、草原の中にある強い草が見分けられる。  

野球部監督／竹峰慎二 

 

 

 

 

 

後輩の活躍その２ 

先日スポニチの記事が急遽変更になった小商野

球部の取材記事が、スポニチ信州版に本日紹介

されました。 

日々努力した結果の成果です。 

後輩の諸君たちも勇気づけられ、新年度からの活

躍が期待されます。 

先輩の姿を学び、これから小商を目指す後輩たち

をリードしていただきたいものです。 

同総会長 高見沢敏光 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     

 

今年は２月２日が季節の変わり目・・・節分です。  いよいよ〝春〟ですね！ 

１月31日…『病んでいた同級生が亡くなった』との知らせが入りました。  

小商３７年卒２００名中、４８人目の訃報でした。皆・みんな頑張って日本の高度成長期を支え 

貢献してきたと思います。お疲れさまでした！心から安らかに！と祈ります。 

ただ、このコロナ禍の家族葬は仕方がないとしても・・・東京に住む子供にまで 

≪来てくれるな…≫などという長野文化に、ウラ寂しい思いをした一日でした。 

～～ 「どうぞ充分ご自愛の程、お元気でお過ごしください❣」 ～ 
 

2021年２月２日  《節分号》 
東京浅間会・会報編集部：田口勝美  ﾒｰﾙｱﾄﾞﾚｽ ：katsumit@jcom.zaq.ne.jp 

 

https://www.facebook.com/photo.php?fbid=266203551598021&set=a.173411307543913&type=3
https://www.facebook.com/profile.php?id=100046251331711&__tn__=-UC*F

